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図1  間隙の容積割合 図2  礫1個あたりの間隙容積 

図3　遊泳タイプごとの生息数割合 

図4  調査地の群集構造の類型化と代表種 
       （NMDS, Twin-spanによる解析結果） 
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写真2  角石と玉石の区別 写真1  ネコギギ（揖斐川の支流） 

■角石（巨礫以上 256mm＜）　■角石（大礫64～256mm）　■角石（中礫16～64mm） 
■玉石（中礫以上）   　　　　■砂や岩  
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単体のネコギギが 
一時的に利用する 
生息場所 

多くののネコギギが 
常に確認された 
生息場所 

図5　ネコギギが生息する河床の礫被度（％） 

図6　間隙割合と照度の比較 


